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開　会

閉　会

会　議　録
(４－１)

会議の名称 　第３回 春日部市自立支援協議会（第９期）

開 催 日 時     令和５年１１月２日（木）
午前・午後　　２時００分

午前・午後　  ３時００分

開 催 場 所 　教育センター４階　研修室３

議長(会長等)氏名 　会長　野村　善晶

出
　
席
　
者

（出席人数：１５人)　  野村　善晶、永田　啓子、小泉　晋一

 土橋　栄子、飯澤　育世、須藤　美智子、多賀　久仁子、羽鳥　一子

 松本　久男、佐藤　敦子、篠江　正則、藤崎　稔、八木原　みき

説 明 者
そ の 他

（出席人数：０人)

事 務 局

（出席人数：４人）　

 障がい者支援課長　　：内藤　道夫

 障がい者支援担当主幹：榎本　雅明

 障がい者支援担当主幹：相澤　寿昭

 障がい者支援担当主査：清水　亜由美

　多賀　久仁子

次第及び公開・一部
公開・非公開の区分

　１ 開会

　２ あいさつ

　３ 議事録署名人の選任

　４ 議事
　（１）各部会の活動報告について
　（２）第７期春日部市障害福祉計画（案）について
　（３）その他

　５ 閉会

一部公開・非公開
の場合はその理由

□  要綱第３条第１号該当：

□  要綱第３条第２号該当：

□  要綱第３条第３号該当：

□  要綱第３条第４号該当：

配 布 資 料

　１ 次第
　２ 資料１～３：各部会活動報告書
　３ 資料４：第７期春日部市障害福祉計画（案）
　４ 資料５：第２回障害者計画等審議会会議録

会議録の作成方法 　要点記録

会議録署名の指定

委員氏名

 下谷内　裕之、畠 秀和



(４－２)

発　言　者 発言内容　・　決定事項

事務局 　次第１：【開会】

会　長 　次第２：【会長あいさつ】

事務局 　　　　　【会議成立の報告：委員１６人中１５人出席】

　　　　　【議長の就任】

　春日部市自立支援協議会要綱第５条２項の規定に基づき、野村会長が

議長となる。

議　長 　　　　　【会議公開の宣言】

　　　　　【傍聴人の有無について確認＿傍聴人：２人】

　次第３：【議事録署名人の選任：多賀　久仁子 委員】

　次第４：【議事】

議　長 【意見および質問等を求める】

松本　委員 　各部会の活動報告の中に市役所への要望があったが、どう受け止めて

　 【議題（１）各専門部会の活動報告について】

事務局 【資料１～３：各部会活動報告書に基づき説明】

いるのか。

　資料５：第２回春日部市障害者計画等審議会会議録に基づき説明】

議　長 【意見および質問等を求める】

事務局 　今後の課題として、受け止めさせていただく。

佐藤　委員 　運営委員会も月に１回活動しているが、活動報告を提出していない。

運営委員の一人として申し訳ない。

篠江　委員 　事業所アンケートについて、計画のどこに生かしているのか

具体的に説明して欲しい。

【他に意見及び質問等はなく次の議題に進む】

事務局 　この計画は国や県が示した数値等に基づいて作成するため、

障害者総合支援法に基づき、自立支援協議会の意見を聴いて

調整していくもの。

　アンケートは、具体的には計画の各数値に反映されている。

国や県が示す数値等に対し、事業所からの要望が多いものに

ついては上乗せし、少ないものについてはほどほどに抑えて

というような形で各数値に反映している。

【事務局に説明を求める】

事務局 【資料４：第７期春日部市障害福祉計画（案）および

　 【議題（２）第７期春日部市障害福祉計画（案）について】



(４－３)

発　言　者 発言内容　・　決定事項

篠江　委員 　春日部市内の状況を突き詰めていくと、実際の数字としては

変わってくるのではないか。

　今後を考えると、より春日部地域に合う数値を出せるような

仕組みを自立支援協議会で検討する必要があると思われる。

事務局 　計画と現実の数字が極端に離れるような状況は望んでいない

ため、なるべく実績値に近い数値設定を図るが、国等が示した

数値に対し、本市では半数にも満たないようなものもあるため、

間を取って、現実的でない数字になっていることもある。

だが、計画期間の３年間、目標数値の達成状況について検証し、

自立支援協議会や障害者計画等審議会で意見を伺いながら、

精査していくものである。

　なお、お示しの計画の数値は、中間報告として、国に提出しているため、

指導助言を受けて数字が変わってくる可能性はある。

事務局 　数値について、関係機関等との連携が必要なものは、

達成に時間がかかってしまう場合も多い。

八木原　委員 　計画の数値で、現実とはかけ離れている部分についてどうして

行くか検討することが必要なのではないか。

例えば、基幹相談支援センターなどは県内や全国の事例を見ると

市単独でできるものではない。春日部市でも市内社会福祉法人等と

協議を重ねているが、設置に至っていない。社会資源の掘り起こしや

育成といった部分も踏まえて協議を継続し、不足を補っていきたいと

思っているので、引き続きご協力のほどお願いしたい。

佐藤　委員 　計画の５ページで福祉施設入所者の地域生活への移行という

目標を掲げているが、実際には毎年入所施設の希望者を送り出し

ている。実態に即していない計画ではなく、地域の課題を整理し

解決に役立てるよう実のある計画にしていきたい。

そのための場として、自立支援協議会を活かすための話し合いを

【ご意見として承る。】

篠江　委員 　私からも意見なのだが、計画と実態の乖離について、自立支援

協議会を活用する必要がある。事務局に分析できる職員がいない

ことや、異動もあることから、市内の障害者施策に関する状況は

継続的に携わっている人間がしっかりと意見をしなければいけない。



(４－４)

発　言　者 発言内容　・　決定事項

篠江　委員 運営委員会でしているので、次回の全体会で報告し、委員全体で

検討、共有し実のある協議を進めていくことが必要だと思う。

【他に意見及び質問等はなく次の議題に進む】

【議題（３）その他について】

事務局 【・次回の自立支援協議会の日程、予定する内容について、

　・第７期障害福祉計画計画書の印刷と表紙選定について、

　・思いやり駐車場制度（パーキングパーミット制度）について説明】

議　長 　先ほど話に上がった運営委員会では、月１回会合を開いている。

自立支援協議会を地域課題の解決の場とできるように、部会長も

招いて、運営委員と各部会が一体となって話し合いを進めている。

　その中で、「虐待のない地域を作っていく」ということを一つの

目標として掲げて活動していくことを確認しあった。

　春日部市内にも事業所が増え、施設運営や障がい者を取り巻く環境

は大きく変わってきている。

　自立支援協議会の運営委員会と各専門部会、障がい者支援課が

一体となって活動していかないと良いものは作れないと思って

おります。運営委員会の活動を全体会で皆様に報告しながら

いきたい。

議　長 【他に意見などはなく閉会とする】

副会長 【閉会のあいさつ】

事務局 【閉会】

　　令和５年１１月９日

署名者の職・氏名
自立支援協議会委員　　多賀　久仁子

　議事の顛末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。


